
　青垣生涯学習センターで「カラー拓本し
おりを作ろう！」が開催されました。拓本
とは文様や石碑の文字などを写し取る技の
ひとつです。今回は、タンポから作成し、
絵の具を使って弥生時代の絵や文様を写し
取ってオリジナルのカラフルなしおりを作
りました。
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まちのできごとを紹介します。

　「第 6回新春凧揚げ大会」が唐古・鍵遺
跡史跡公園で開催されました。参加者は凧
を高く揚げようと元気いっぱいに史跡公園
を走り回り、色とりどりの凧が青空に高く
舞い揚がっていました。終了後には、笑顔
で「楽しかった！」「またやりたい」と感
想を話していました。
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　須貝秀昭さんによる「今日からできる！�
たのしい地域づくり講演会」が青垣生涯学
習センターで開催されました。
　自分たちが楽しみながら取り組める地域
づくりについて、新潟市の事例などを挙げ
ながら話され、参加者は地域での支え合い
などについて知識を深めました。
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　「第24回�全国小学生ソフトテニス大会」
への出場を報告するため、田村瞭さん（南
小学校 5年）が高江町長を表敬訪問され
ました。
　大会へ臨む田村さんに高江町長から激励
の言葉がかけられました。

　町内小学校の 6年生が弥生時代の生活
体験の授業で作成した勾玉や土器、感想を
まとめた新聞などを展示した「総合的な学
習展示会」が青垣生涯学習センターで開催
されました。児童の家族などで賑わい「私
の土器、これ！」「こんな風につくったん
だよ」といった話で盛り上がっていました。

総
合
的
な
学
習
展
示
会

子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
並
ぶ

6
2/

～

　たわらもとフード・ラボ主催「田原本町
産の米粉を使った料理教室」が青垣生涯学
習センターで開催されました。参加者は広
里貴子さんの指導のもと、カレーや味間芋
入りのナンなどを作りました。参加者から
は「（ナンが）もちもちして、おいしい」
といった声が上がっていました。
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　最新の町行政情報をお届け

町政トピックス

■たわらもと ReBORN プロジェクト

　「たわらもと�ReBORNプロジェクト」のキックオ
フに際し、ReGACY�Innovation�Group ㈱、奈良中
央信用金庫、町商工会と連携協定を締結しました。
　このプロジェクトはスタートアップ企業などを誘致
し、町内事業者との協業を図るもので、新たな産業・
雇用の創出を目指し施策を展開します。

Vol.11

町 長
メ ッ セ ー ジ

町長活動記録

高江�啓史�高江�啓史�
田原本町長田原本町長

まちの新陳代謝
　まちは、老若男女様々な人々や多くの
建物などで構成され、建て替えや人の出
入りなど一定の新陳代謝が進むことによ
り、持続的に維持・発展していくもので
す。例えば笠縫住宅では、昭和 47年の
一斉開発から 53年経ていますが、若い
世代への新陳代謝が一定進み、地縁的な
活動も活発に行われ、地域全体として活
力を維持できていると認識しております。
　しかしながら、昨年国から公表された
統計によれば、日本全体の空き家数は
900 万戸と過去最高となり、持続的な
維持・発展の大きな課題となっています。
本町の空き家率は 8.2％であり、全国
平均（13.8％）や奈良県平均（14.6％）
に比べれば、低い数値となっております
が、このまま空き家を放置し続けると、
やがては防犯や景観の観点から、周辺の
皆さんの住環境を悪化させることとなり
ます。

空き家対策を一層強化
　本町においては、これまで、空き家バ
ンクや各種補助金の交付、所有者不明空
き家の取り壊しを行ってまいりました。
　来年度からは、放置された空き家が周
囲の住環境などに悪影響を与える状況を
踏まえ、空き家調査の体制を強化すると
ともに、管理不全空家等に対しての固定
資産税の住宅用地特例の解除など徹底し
た対策を進めてまいります。
　また、本町全域を見渡すと、駅前再開
発ビルが竣工し、今後は磯城消防署や運
転免許センターの移転、３小学校の統合
など大きな施設整備を予定している一方
で、国の農地規制強化により農地を活用
した開発が困難な状況となります。これ
らを踏まえ、まちの持続的な維持・発展
の観点から、全体の土地利用の在り方を
今一度考える年にしていきたいと考えて
おりますので、引き続きのお力添えをよ
ろしくお願いいたします。

　町にいただいたご意見の一部とその対応を紹介しま
す。なお、ご意見の内容は要約して掲載しています。

町へのご意見と対応

▲

意見概要
　乾電池の回収を役場内で行ってほしい。

▲

町の対応
　2月から町役場アトリウムに乾電池・ボタン電池の
回収BOXを設置しました。

　皆さんのご提案などを町政に反映するため
意見箱を設置しています。より良いまちづく
りの為のご提案をお待ちしています。
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